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論文内容の要旨 

本研究は、口輪筋、頬筋、その他の口周辺の筋とモダイオラス（口角結節）について、その

構造を明らかにすることを目的とする。明らかになった構造に基づいた模式図を作成し、想定

される筋の動きを説明するものである。 

 順天堂大学に献体された 17 体のご遺体の表情筋を原位置、および骨格から筋を取り外した

剥離標本を作成し、浅層と深層から観察を行った。 

 頬筋・口輪筋についての教科書の記述は、古い記述と Lightoller の研究に基づいている。前

者では、頬筋は、口角で上下が交叉し、口輪筋に連続するとされ、後者では、頬筋・口輪筋は

モダイオラスで中断するとされる 2 つの記述が混じる。また、モダイオラスは口角横に位置し、

深層で口腔粘膜に付着するとされる。 

 本研究によると、頬筋は、浅層にある上位・下位斜走部、深層にある中位横走部の 3 部から

成っていた。口輪筋は上唇と下唇に分布し（以下、それぞれ上唇口輪筋、下唇口輪筋と称する）、

それぞれ口唇周辺の内周部とより外周に位置する外周部から成っていた。頬筋・口輪筋を含む

口唇周辺の筋は 3 層から成っていた。最浅層の 1 層目は、口角下制筋と上唇口輪筋の外周部か

ら成り、モダイオラス経由で垂直方向に連続した。2 層目は、頬筋の上位・下位斜走部と外周

部の下唇口輪筋から成り、モダイオラス経由で水平方向に連続した。最深層である 3 層目は、

頬筋の中位横走部と上唇・下唇口輪筋の内周部と下唇口輪筋の外周部から成り、モダイオラス

を経由せず直接連続した。さらに、モダイオラスの位置は、今まで述べられていたように口角

横に位置するのではなく、口角から下顎下縁の高さ約 1/3 の範囲に見られた。モダイオラスの

位置が口角横から下がったことは、頬筋の上位・下位斜走部がモダイオラスを経由して下唇口

輪筋の外周部へ連続したことと、口角周辺の筋束が口裂に対し垂直方向に非対称であった結果

に関連していた。 

 本研究で明らかにされた頬筋・口輪筋の連続性、その他の口唇周辺の筋の走行、上唇・下唇

の筋束の量の非対称性は、口唇の開閉や幅を狭めたり広げたりする動きを正確に説明する根拠

となると示唆される。 

 


